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この市議会だよりは、ユニバーサルデザインの視点を持って作成しています。

３
月
定
例
会

火
災
予
防
の
普
及
啓
発
の
た
め
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
全
会
一
致
で
可
決

令
和
８
年
度
５
会
計
予
算
を
賛
成
多
数
で
可
決

桜が満開でした（４月上旬）<市役所南側広場にて>

３
月
定
例
会
が
、
２
月
25
日
か
ら
３
月
23
日
ま
で
の
27
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
令
和
７

年
度
一
般
会
計
ほ
か
２
会
計
の
補
正
予
算
、
令
和
８
年
度
５
会
計
予
算
、
綾
瀬
市
行
政
手
続
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
、
市
道
路
線
の
廃
止
・
認
定
な
ど
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
25
議
案
を
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
ま
し
た
。
議
員
提

出
議
案
で
は
、
意
見
書
１
件
を
可
決
、
２
件
を
否
決
、
決
議
１
件
を
否
決
し
ま
し
た
。

育
館
な
ど
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向

け
た
工
事
の
設
計
、
新
規
介
護
職

員
就
職
・
定
着
奨
励
事
業
や
、
介

護
支
援
専
門
員
就
労
定
着
奨
励
事

業
に
よ
る
奨
励
金
の
支
給
、
災
害

時
応
急
給
水
タ
ン
ク
の
整
備
、
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
回
収
・
処

分
体
制
の
整
備
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し

た
電
話
自
動
応
対
サ
ー
ビ
ス
の
開

始
な
ど
で
、
５
議
案
を
そ
れ
ぞ
れ

可
決
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

一
般
会
計
（
第
10
号
）、
後
期

高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
（
第

２
号
）
の
２
会
計
総
額
で
３
億
９

０
４
１
万
２
千
円
増
額
す
る
も

の
、
公
共
下
水
道
事
業
会
計
（
第

３
号
）
は
、
資
本
的
収
入
及
び
支

出
を
８
３
６
９
万
円
増
額
す
る
も

の
で
、
３
議
案
を
そ
れ
ぞ
れ
可
決

し
ま
し
た
。

条
　
例

綾
瀬
市
行
政
手
続
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
を
は
じ
め
と
す

る
11
議
案
を
そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
ま

し
た
。

和
　
解

損
害
賠
償
請
求
事
件
に
つ
い
て

和
解
を
成
立
さ
せ
る
も
の
で
、
可

決
し
ま
し
た
。

市
道
路
線
の
廃
止
・
認
定

道
路
の
払
い
下
げ
に
伴
う
廃
止

１
件
、
早
川
中
央
土
地
区
画
整
理

事
業
に
伴
う
道
路
の
廃
止
３
件
と

認
定
１
件
を
そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
ま

し
た
。

議
員
提
出
議
案

○
平
和
国
家
の
理
念
を
踏
ま
え
た

我
が
国
の
国
際
社
会
に
果
た
す
べ

き
役
割
を
尊
重
す
る
政
策
の
推
進

を
求
め
る
意
見
書

平
和
国
家
と
し
て
、
殺
傷
能
力

を
有
す
る
武
器
の
海
外
移
転
に
つ

い
て
は
、
歯
止
め
の
か
か
る
法
体

系
を
再
構
築
す
る
と
と
も
に
、
国

民
的
議
論
を
経
た
上
で
国
策
を
推

進
さ
れ
る
よ
う
強
く
求
め
る
も
の

で
、
可
決
し
ま
し
た
。

○
非
核
三
原
則
の
堅
持
を
求
め
る

意
見
書

核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
の

実
現
を
願
う
被
爆
地
の
思
い
を
受

け
止
め
、
国
是
で
あ
る
非
核
三
原

則
を
堅
持
す
る
こ
と
を
求
め
る
も

の
で
、
否
決
し
ま
し
た
。

○
国
民
健
康
保
険
財
政
へ
の
国
庫

負
担
の
増
額
を
求
め
る
意
見
書

国
民
健
康
保
険
の
安
定
的
か
つ

持
続
的
運
営
が
で
き
る
よ
う
、
国

保
財
政
基
盤
の
拡
充
・
強
化
を
図

る
た
め
、
国
庫
負
担
割
合
の
引
き

上
げ
を
求
め
る
も
の
で
、
否
決
し

ま
し
た
。

○
外
交
努
力
に
よ
り
中
東
地
域
の

早
期
事
態
収
拾
を
求
め
る
決
議

イ
ラ
ン
に
対
す
る
軍
事
攻
撃
の

当
事
国
を
は
じ
め
、
各
国
に
対
し

て
、
国
際
法
を
遵
守
し
、
武
力
で

は
な
く
対
話
を
基
調
と
し
た
外
交

努
力
に
よ
り
、
中
東
地
域
の
現
状

に
つ
い
て
、
早
期
に
事
態
収
拾
を

働
き
か
け
る
こ
と
を
求
め
る
も
の

で
、
否
決
し
ま
し
た
。

施
政
方
針 

並
び
に
新
年
度
予
算

市
長
は
、
令
和
８
年
度
一
般
会

計
予
算
３
６
７
億
３
千
万
円
を
柱

に
、
５
会
計
予
算
を
提
案
し
ま
し

た
。
併
せ
て
、
新
年
度
の
施
政
方

針
演
説
を
行
い
、「
子
育
て
支
援
の

充
実
策
と
し
て
、
妊
娠
生
活
や
出

産
を
応
援
す
る
市
独
自
の
給
付
事

業
の
実
施
、
児
童
・
生
徒
や
青
少

年
が
抱
え
る
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、
支
援
の
拠
点
と
な
る
総
合
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
供
用
開
始
、

光
綾
公
園
で
は
、
バ
ラ
の
見
頃
に

合
わ
せ
新
た
な
お
祭
り
を
開
催
す

る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
30
年
先
、
50
年

先
も
持
続
的
に
発
展
し
て
い
け
る

市
を
築
く
た
め
、
引
き
続
き
総
合

計
画
２
０
３
０
の
実
現
に
向
け
、

よ
り
一
層
ま
い
進
し
て
い
く
。」

と
述
べ
て
い
ま
す
。

主
な
施
策
は
「
こ
ど
も
誰
で
も

通
園
制
度
」
の
開
始
、
総
合
教
育

支
援
セ
ン
タ
ー
の
供
用
開
始
、

小
・
中
学
校
の
給
食
費
補
助
の
実

施
、
市
内
農
産
物
の
消
費
拡
大
に

向
け
た
地
産
地
消
フ
ェ
ア
の
開

催
、
あ
や
せ
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
へ

の
市
内
商
品
専
用
自
動
販
売
機
の

設
置
、
綾
瀬
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
効
果
を
最
大
限
に
生

か
す
、
工
業
系
新
市
街
地
の
創

出
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体

議案の�
詳細はこちら


